
若者の地方体験交流 募集概要 

青森県黒石市
くろいしし

（人口：30,937 人）R6.1 末時点 

 

（体験内容等） 
農 作 業：りんごの収穫、高冷地野菜の収穫等  
観光体験：黒石よされ、黒石ねぷたまつり、大川原の火流し（時期によります。） 

（受入期間） 
7 月～10 月末予定 
（最寄りの交通機関・所要時間） 
列  車：弘南鉄道黒石駅 （東京駅から約 4 時間） 
飛行機：青森空港（羽田空港から約 1 時間 20 分） 
自動車：東北自動車黒石 I.C（東北自動車道川口 JCT から約 650km） 
（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  県外在住の大学生 
○ 応募締切  募集定員になり次第締め切らせて頂きます。 
○ 費用負担  黒石市役所までの交通費は自己負担 
○ 宿泊施設  事業指定の宿泊施設（宿泊費用は半額助成） 
○ 宿泊施設  農家宿泊実習型（参加者負担なし） 
○ 食   事  自己負担 
○ そ の 他  作業ができる服装を用意してください。その他必要な持ち物は別途ご連絡します。 
（担当者から一言） 
黒石市に滞在し、農業体験を通じて、地域の人たちとの交流や伝統文化に接して頂き、「米とりんごといで湯のまち」を堪
能して頂きたいと思います。 
また、ひとりひとりにあったプランを作成し、四季折々の豊かな自然や美しい景観の中で、また来たいと思わせる事業内容と
なっておりますので心よりお待ちしております。 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名 黒石市農林部農林課六次産業化推進係 
〒036-0396 青森県黒石市大字市ノ町１１番地１号  TEL：0172-52-2111（内線 654.655） 
FAX：0172-53-1839 E-mail kuro-rokujika@city.kuroishi.aomori.jp 

   

体験種目：地域づくり活動 
体験種目：農林業体験 
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青森県むつ市（人口：53,884 人）    

 

（体験内容等） 
むつ市川内町の海水浴場「かわうち・まりん・びーち」周辺でのカヤック、SUP（スタンドアップパドルボード）、磯観察等の体
験活動 

（受入期間）５～１０月 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
① 電車・バス・・・JR 大湊駅より JR バス（脇野沢行き）で約 40 分「川内町」下車→徒歩 1 分 
車・・・むつ市街から国道 338 号線を川内方面に２４ｋｍ、むつ市役所川内庁舎隣 
（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件 どなたでも参加可能です！   
○ 応募締切 随時ご連絡ください。  
○ 費用負担 参加費：１名様 3,000 円～ 

交通費は自己負担  
○ 宿泊施設 むつ市内宿泊施設 
○ 食   事 自己負担   
○ そ の 他 交通費及び宿泊費は、助成制度対象となる場合があります。 
（担当者から一言） 
本州最北の市、青森県むつ市にはあなたの知らない魅力がたくさんあります。 
目の前に海が広がる「むつ市海と森ふれあい体験館」を拠点としたマリンアクティビティや生き物と触れ合う活動を行っており
ますので、海や自然の中での生活・仕事の体験をしてみたい方のご応募をお待ちしております！ 
 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当係名 NPO 法人シェルフォレスト川内 担当：小池  
TEL：0175-42-2411               E-mail：info@shell-forest.info  
URL：http://shell-forest.info/ 

 

体験種目：地域づくり活動 
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岩手県遠野市
と お の し

（人口：約 2 万 5 千人）    

（体験内容等） 
○ 遠野型グリーン・ツーリズムの農泊やサイクリングツアー、まちあるき、収穫体験などの各種体験への参加 
○ 地域住民や移住者等のヒアリングや研究論文の情報提供 
○ 20 年来地域づくりに寄与している遠野型グリーン・ツーリズムについて、事務局より説明可（無料※通常は有料） 

（受入期間） ※通年でご相談に応じます。1 回 2 泊 3 日以上 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
東京駅から東北新幹線新花巻駅 乗り換え JR 釜石線新花巻駅から遠野駅（約 4 時間程度） 
遠野駅から徒歩５分   遠野旅の産地直売所にて集合（遠野駅徒歩圏内） 

（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  遠野のツーリズムによるまちづくりに興味のある 
○ 応募締切  年間を通じて相談に応じます。実施の 10 日前にはご相談ください。 
○ 費用負担  宿泊費（1 泊 2 食 8,800 円～）、体験料、食費、交通費、コーディネーター費（総額 5％）：自己負担 
           ※通常有料の遠野のグリーン・ツーリズムに関する取り組みについて「無料」で説明・対応します 
○ 宿泊施設  市内農家民宿を想定 
○ 食   事  農家民宿にて提供（夕食・朝食は宿泊費に含む）、昼食は自己負担になります 
○ そ の 他  必要な持ち物は内容によって別途ご連絡します。 
（担当者から一言） 
遠野のグリーン・ツーリズムは 20 年来、遠野のありのままの暮らしぶりを楽しめるように 100 名ほどの住民の方々と発展的
に民間主導で実践。年々増加している農家民宿や、企業や大学と連携したツーリズムを長年実施。コロナ禍でも、ちょっと
変わった町場体験や里山サイクリング等が好評。遠野の旬の旅を一緒に楽しんでくれる方々を募集しています。 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名 特定非営利活動法人遠野山・里・暮らしネットワーク 
TEL 0198-62-0601   E-mail  tabisan@tono-yamasatonet.com 
URL：http://www.tonotv.com/members/yamasatonet/ 

 

岩手県遠野を第 2のふ
るさととして楽しめる
ようなグリーン・ツー
リズム体験・研究して
みませんか？ 

体験種目：地域づくり活動 
        農林漁業体験 

組織概要について 
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福島県伊達市（人口：56,682 人） 

  

 

 

（体験内容等） 
伊達市の子どもたちのお兄さんお姉さん先生として、勉強や運動、遊びなどを通じて交流を深めつつ、 
その他、伊達市ならではの田舎体験、地域交流活動を通じて、伊達市の魅力を感じていただく活動です。 
・子どもたち（主に小学生）との寺子屋教室への参加 
・田舎体験：地域のお祭り参加、草木染め（DATEZOME）、地元の料理づくり、古民家改修、霊山トレッキングなど 
・農業体験：桃・ぶどう・柿・りんご・いちごなどの果物狩り、田植え・稲刈り、野菜の収穫、農産物の加工作業体験など 
（受入期間）  夏休み活動 8 月上旬：1 週間程度    週末活動  7 月～1 月：土日 1 泊 2 日程度 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
・東京駅 ‐ 福島駅（JR 東北新幹線） 約 1 時間 30 分 
・福島駅 ‐ 高子駅（阿武隈急行線）  約 20 分 
・集  合：U‐プレイス伊達（〒960‐0689 福島県伊達市保原町高子岡 238 番地） ※高子駅前 徒歩 1 分 
（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  ：子どもたち、地域での交流活動に興味関心のある大学生（短大生・大学院生・専門学校生も含む） 
○ 応募締切  ：担当者までお問合せください。 
○ 費用負担  ：1,000 円 ※首都圏から伊達市までの交通費補助あり。 
〇 定   員  ：各回 6 名程度 
○ 宿泊施設  ：Next プレイス（〒960‐0689 福島県伊達市保原町高子岡 238 番地） 
○ 食   事  ：基本的に自炊 
○ そ の 他  ：ご不明な点はお気軽にお問合せください。 
（担当者から一言） 
福島県伊達市は東京から約 2 時間とアクセスも便利で、桃・ぶどう・柿・りんご・いちごなど、1 年を通じて果物が豊富な 
フルーツ王国です。自然を満喫できる「ほどよい田舎」で、子どもたちや地域の皆さんと美味しく楽しく交流してみませんか。 
子どもたちもお兄さんお姉さんが来てくれるのを楽しみに待っています！ 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当係名  一般社団法人つむぐるカンパニー  担当：小林 

体験種目：①地域づくり活動 
②農林漁業体験  
④暮らし・イベント体験、その他 

 

（別紙１） 
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栃木県足利市
あしかがし

（人口：139,375 人） 

 

（体験内容等） 
・各種フィールドワーク（まちなか、アート、里山くらし等） 
・地域イベントの運営サポート 
・本市の移住定住に関する施策マーケティング調査 など 
（受入期間）  令和６年５月１日以降（令和７年 3 月 14 日まで） 
（最寄りの交通機関・所要時間） 
・ＪＲ両毛線 足利駅 
・東武伊勢崎線 足利市駅 
（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  18 歳以上の学生など。地域活動に興味があり、人とふれあうことが好きな方。 
○ 応募締切  令和６年５月１日以降、随時申込を受け付けるほか、インスタグラム等で募集を行う場合もあります。 
○ 費用負担  活動に係る諸経費として、5,000 円/日をお支払いします。（源泉徴収あり） 
○ 宿泊施設  市内の宿泊施設をご紹介します。 
○ 食   事  各自でご用意ください。 
○ そ の 他  ・動きやすく、作業できる服装をご用意ください。 
          ・受付後、日程調整を行いますので、ご希望に添えない場合もありますので、あらかじめご了承ください。 
（担当者から一言） 
東京から東武伊勢崎線で約 1 時間とアクセスもよい足利市。まちなかには歴史を感じられる古民家も残り、若い世代のＵ
ターン者の飲食店やカフェ、ゲストハウスなども増えています。大正から昭和にかけて織物のまちとして栄えた足利市は、今も
中小企業の技術力が光る、個性的なモノづくりのまちです。地方に積極的に関わりたい、自分のスキルを活かしたい、そんな
若い皆さんのフレッシュなパワーを足利で試してみませんか？ 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当係名 足利市総合政策部 地域創生課 
TEL：0284-20-2261   E-mail：machi@city.ashikaga.lg.jp 
URL：https://www.instagram.com/karariko_ashikaga/  

体験種目：①地域づくり活動、②農林漁
業体験、④暮らし・イベント体験、その他 

（別紙１） 
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千葉県香取市
か と り し

（人口：70,000 人）  

 

（体験内容等）※以下は一例です。各回のテーマにより内容は変更となります。 
・地域おこし協力隊活動体験 ・町並み散策 ・古民家活用事例視察 ・農業体験 ・現役協力隊との交流・意見交換 
・地元食材を使った料理 等 
（受入期間） ①：令和 6 年 8 月  ②：令和 7 年 2 月（予定） 
（最寄りの交通機関・所要時間） 
・JR 成田線「佐原駅」 駅前集合（東京駅から電車で約 90 分、高速バスで約 80 分） 
（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  大学生および大学院生など 
○ 応募締切  詳細は市 HP をご確認頂くか、下記担当までお気軽にお問合せください。 
○ 費用負担  現地までの交通費：自己負担  体験参加費・宿泊費等：無料 
○ 宿泊施設  市内ホテル（1 日目）・古民家（2 日目） 予定 
○ 食   事  参加者調理、市内飲食店等（一部自己負担あり） 
○ そ の 他  詳細は市 HP（地域おこし協力隊）等で掲載 
（担当者から一言） 

香取市企画政策課おためし地域おこし協力隊担当です。おためし地域おこし協力隊は、地域おこし協力隊に応募する
前に、2 泊 3 日で地域おこし協力隊の活動体験をしていただくことで、香取市の魅力や課題を考えていただきながら、協力
隊として香取市で働くことをイメージしていただく取り組みです。本プログラムを通じて、香取市の様々な魅力に触れること
で、将来、地域おこし協力隊や定住人口とならなくとも、定期的に市を訪れ、地域と関わり合いを持つ、香取市の「関係
人口」になって頂けたら嬉しく思います。あなたの視点から香取市を見て・感じたことをぜひ教えてください。今までになかった
地域おこしのアイデアが地域に吹き込まれることを期待しています。 

ご参加いただいた方が香取市の「関係人口」となり、ご縁があれば、地域おこし協力隊員への志望や、移住がしたくなる
ような魅力的な内容を企画して参りますので、少しでも関心をもってくださいましたら、以下の連絡先までご連絡をいただけ
ますと幸いです。皆様からのご応募を心よりお待ちしております。 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署：香取市企画政策課政策班 おためし地域おこし協力隊担当 
TEL：0478-50-1206  E-mail：seisaku@city.katori.lg.jp 
URL：https://www.city.katori.lg.jp/government/plan_policy/tiikiokosi/otameshi_chiiki.html 

  

体験種目：①地域づくり活動 
        ④暮らし・イベント体験、その他 

（別紙１） 
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Uozu well-being week 

魚津まっつり応援団大募集中！！ 

富山県魚津市
う お づ し

（人口：39,145 人）  

  
 

  

（体験内容等） 
  ユネスコ無形文化遺産登録「たてもん祭り」、日本夜景遺産登録「うおづキャンドルロード」を地域住民とともに、準備、
設営に携わり、祭り本番、山の解体までを携わっていただける方を募集します！滞在期間中は、地域住民との交流イベン
ト、自然体験等のアクティビティ(一部有料)をご用意します。 

（受入期間）  令和 6 年 7 月 28 日（日）から令和 6 年 8 月 4 日（日）まで ※スポット参加可能 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
あいの風とやま鉄道魚津駅より徒歩 5 分（魚津市役所本庁舎） 

（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  県外在住者（年齢制限の定めはありませんが、体力に自信があり、祭りの町内会の指示に従う方。） 
○ 応募締切  詳細は下記担当までお問合せ下さい。 
○ 費用負担  参加料：無料（まっつり応援団特製 T シャツをプレゼント） 
○ 宿泊施設  市内宿泊施設を各自でご予約願います。 
○ 食   事  自己負担 
○ そ の 他  市が指定する地域貢献活動を期間中に２回参加された方に、MiraPay(電子地域通貨)２万円分を

後日お渡しします。(スケジュールの詳細は下記担当までお問合せ下さい。) 

（担当者から一言） 
 少子高齢化が進む富山県魚津市。後継者不足により、地域活動の運営や祭りの存続が危ぶまれています。そこで、市
内外を問わず、地域の人達と祭りの運営から携わり、祭りの盛り上げと伝統文化継承の一翼を担っていただける方を大募
集します！この夏は、「魚津まっつり応援団」として、魚津とあなたのウェルビーイング度を高めましょう！ 

（お問合せ先） 
富山県魚津市地域協働課定住応援室 
TEL  0765-23-1095（直通）   E-mail  teiju@city.uozu.lg.jp  
URL：https://uozu-workcation.jp/ ⇐魚津市ワーケーションポータルサイト「ふらっと UOZU.」 

 

体験種目：①地域づくり活動 
        ④暮らし・イベント体験、その他 

（別紙１） 
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長野県立科町
たてしなまち

（人口：6,719 人）  

 
 
 

（体験内容等） 
 「タテシナソン」は、バックグラウンドが異なる学生が集まり、立科町にある実際の事業者（中小企業）の経営課題について、
チームごとに町内を駆け巡り、徹底的に議論して磨き上げたアイデアをプレゼンテーションする、“リアルガチ”学生アイデアソンで
す。提案アイデアが良ければ、実際に事業化に向けて、動き出します。 

（受入期間） （予定）令和 6 年 8 月 29 日（木）～30 日（金）の 1 泊 2 日 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
 北陸新幹線佐久平駅・上田駅から送迎がありますのでご利用ください。詳細はイベント 2 週間前頃にご案内します。 

（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  高校生、大学生、大学院生、短大生、高等専門学校生等（高校生は保護者同意書が必要） 
○ 応募締切  令和 6 年 7 月末頃を予定。応募期間は 6 月上旬にウェブサイトに掲載します。 
○ 費用負担  参加費は無料です（佐久平駅・上田駅までの旅費と現地の食事代はご負担ください） 
○ 宿泊施設  町内宿泊施設を事務局で用意いたします（無料）。詳細はイベント 2 週間前頃にご案内します。 
○ 食   事  自己負担 
○ そ の 他  事業詳細は「タテシナソン」ウェブサイト（ https://tateshinathon.com ）をご覧ください。 

（担当者から一言） 
 全国で開催されている自治体アイデアソンとは一線を画するタテシナソン。その特徴は「リアルガチ」。参加者のみなさんに提
供される課題は、地方のリアルな経営者の課題です。全国から集まった仲間と共にチームでアイデアを練り上げて、最終プレ
ゼンに挑みます。与えられる時間はわずか 28 時間。ほんの少し勇気を出して、飛び込んでみてください。間違いなく成長でき
る 2 日間をご用意しています。みなさんの挑戦をお待ちしています。 

（お問合せ先） 
長野県立科町・企画課地域振興係 担当 上前 
TEL：0267-88-7315   E-mail：kikaku@town.tateshina.nagano.jp 
URL：https://tateshinathon.com  

    

体験種目：①地域づくり活動、暮らし・イベント体験 

（別紙１） 



 

岐阜県御嵩町
みたけちょう

（人口：１７，６５６人） 

（体験内容等） 
１ 食文化体験 県や町の歴史や文化を華やかなお寿司で表現した郷土食「みたけ華ずし」の手作り体験を行います。 
２ 町内散策 地元ボランティアガイド「偲歴会」の案内で町内の史跡を巡ります。 
３ 地域 PR 活動 一緒に地域の魅力について考え、発信していきます。 

（受入期間）  ８月１４日（水）～１６日（金） ３日間 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
名古屋鉄道広見線 御嵩駅下車 徒歩約１０分 

（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  地域づくりに興味があるもしくは自治体職員を志望する学生（高校生、大学生、大学院生、専門学生、
短大生） 

○ 応募締切  電話もしくはメールでお問い合わせのうえ、７月３１日（水）までに参加申込書を提出してください。電
話の場合は、御嵩町役場の代表電話に繋がりますので、「若者の地方体験交流について、まちづくり課への問い合わせ」と
伝えてください。応募者多数の場合は、募集を締め切ることがあります。 

○ 費用負担  現地までの交通費、宿泊費、食事代、損害保険料：参加者負担 
○ 宿泊施設  町内宿泊施設など ※近隣地域に在住の方は日帰り可 
○ 食   事  町内飲食店など 

（担当者から一言） 
過去１０年間で大阪や愛知、関東方面から３０名以上が御嵩町を訪れました。体験終了後も町でのイベントに来て頂
くなど、良い繋がりを築いています。ぜひ町に足を運んでいただき、“御嵩町のファン”になってください。少しでも興味がありまし
たら、ぜひお問い合わせください。みなさまのご応募お待ちしております。 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名 御嵩町 企画部 まちづくり課 伊佐治
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TEL 0574-67-2111    E-mail matidukuri@town.mitake.lg.jp  
URL：https://www.town.mitake.lg.jp/ 

 

体験種目：①地域づくり活動 

QR コー

ド 

御嵩町は町域の約６０％を山林が占める里山のまちで、県で唯一の「環境モデル都市」に認定されています。体験や地
域住民との交流を通して、町ならでは魅力を知ってもらい、移住や起業、就職などのきっかけづくりが出来たら嬉しいです！ 

自然と歴史が溢れる御嵩町の魅力に触れてみませんか 



若者の地方体験交流 募集概要 

京都府南丹市
なんたんし

（人口：29,983 人）    

（体験内容等） 
・農林業体験（田植え、稲刈り、野菜植えつけ・収穫、草刈り、木こり体験） 
・地域文化体験（しめ縄づくり、郷土料理） 
・地域行事体験（お祭り） 

（受入期間）  ４月１日～３月３１日 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
ＪＲ山陰本線（嵯峨野線）園部駅下車 ぐるりんバス又は京阪京都交通「市役所前」下車（京都駅から約 45 分） 

（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  農山村地域への移住を希望される方、農山村地域での田舎暮らしを体験したい方、農山村地域での起

業・就業を希望される方 
○ 応募締切  随時募集 
○ 費用負担  参加費用なし（ありの場合もあります。） 
○ 宿泊施設  自己負担 
○ 食   事  自己負担 
○ そ の 他  作業できる服装を用意してください。その他必要な持ち物は別途連絡します。 
（担当者から一言） 
面積が広い分だけ、仕事の幅も広い南丹市。狩猟やジビエ料理のお店をされている方から地域内外の企業に勤める方な
ど、働き方だけでなく、地域ごとの暮らしそのものが多様であることが南丹市の特徴です。美山町の「かやぶきの里」は、年間
を通して国内外から数多くの観光客が訪れるので、観光産業も盛んです。JR 京都－園部間も快速電車で 37 分。園部
始発が多く電車で座りながらゆったり通勤できるのも南丹市のプチ自慢！ 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名 京都府南丹市 地域振興課 大狩 
TEL  0771-68-0019    E-mail chiiki@city.nantan.lg.jp  
URL：https://www.nancla.jp/ 

   

（イメージ・PR 欄） 

体験種目：①地域づくり活動 
②農林漁業体験 

QR コード 



若者の地方体験交流 募集概要    

京都府南丹市
なんたんし

（人口：29,983 人）    

（体験内容等） 
・南丹市を始めとした、様々な地域で実施されているイベント活動のサポート 
・地域の資産を利活用して、地域が発展する企画を計画・提案 
など・・・ 

（受入期間）  ４月１日～３月３１日 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
参加するクエストによって異なります。詳しくは以下 URL・QR コードから各クエスト内容をご確認ください。 

（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  大学生以上（高校生以上でも参加できるクエストがあります。） 
○ 応募締切  随時 
○ 費用負担  参加費用なし（ありの場合もあります。） 
○ 宿泊施設  自己負担（当社負担の場合もあります） 
○ 食   事  自己負担（当社負担の場合もあります） 
○ そ の 他  参加するクエストによって異なります。詳しくは各クエストからご確認ください。 
（担当者から一言） 
京都府南丹市を始め、様々な地域で「クエスト」と称した、若者が活躍しながらも様々な「学び」やその地域でしか得ること
ができない「体験」を実施しています。「まちづくり」だけでなく、キャリア育成や地域活動にもご興味・関心がある方はぜひお
問い合わせください！ 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名 株式会社ブイ・クルーズ 事業推進本部 阿久津（あくつ） 
TEL  075-223-1185    E-mail persogla@v-crews.co.jp  
URL：https://persogla.com/ 

 

（イメージ・PR 欄） 

体験種目：①地域づくり活動 
④暮らし・イベント体験、その他 

QR コード 



若者の地方体験交流 募集概要 

兵庫県洲本市
す も と し

（人口：４１，２５３人）    

 

（体験内容等） 
農作業、農村交流、アウトドアレジャー企画運営、空き家リノベーション、イベント開催、商店街活性化、商品開発など体
験メニューは多数用意。あなたの「やってみたい」と地域の「やってほしい」をマッチングします。 

（受入期間） 一年を通して、日帰り～数か月の中長期滞在まで、出来る限り対応します 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
 JR 三ノ宮駅から洲本バスセンター行き高速バス（西日本 JR バス、本四海峡バス、神姫バス、淡路交通）に乗車し約
90 分、終点洲本バスセンター下車 

（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  大学生、リスキルや転職を考える 20～30 代の社会人 
○ 応募締切  随時受付 
○ 費用負担  交通費の一部（交通費補助制度あり） 
○ 宿泊施設  大学生には費用負担不要の施設をご用意 
○ 食   事  自己負担、自炊可 
○ そ の 他  明るく、ポジティブに、臨機応変に！ 

（担当者から一言） 
洲本市は、瀬戸内海最大の島、淡路島の中央に位置し、温暖な気候、美しい自然風景、豊かな山海の幸に恵まれ、
約４万 1 千人が暮らしています。人口減少が毎年 600 人のペースで進んでおり、高齢化、担い手不足など過疎の課題
を抱えるなか、地域住民が都市部の大学と連携し、学生や教員とともに地域活性化を目指す「域学連携事業」に 11 年
間取り組んでいます。若者の受け入れ実績が豊富な洲本市に、あなたの「やってみたい」をお気軽にご相談ください。 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当係名  洲本市・企画情報部 企画課・政策調整係 
TEL 0799-22-3321   E-mail kikaku@city.sumoto.lg.jp  
URL： https://www.city.sumoto.lg.jp/  https://bankalanka.com/ 

   

体験種目：地域づくり活動 
        就業体験 
        農林漁業体験 

大学生滞在施設「ついどはん」 
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若者の地方体験交流 募集概要 

1 
 

兵庫県丹波篠山市
た んばさ さやま し

（人口：39,564 人）  

 

（体験内容等） 
・地域づくり体験（地域イベント補助） 
・農林業体験（植え付け、収穫、草刈りなど） 
・地域文化体験（お祭り） 

（受入期間）  4 月 1 日～3 月 31 日 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
ＪＲ福知山線 篠山口駅 

（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件 農山村地域への移住を希望される方、農山村地域での田舎暮らしを体験したい方、 

農山村地域での起業・就業を希望される方 
○ 応募締切 随時募集 
○ 費用負担 参加費用なし（ありの場合もあります。） 
○ 宿泊施設 自己負担 
○ 食 事 自己負担 
○ そ の 他 作業できる服装を用意してください。その他必要な持ち物は別途連絡します。 
（担当者から一言） 
歴史的な街並みや農村の暮らしを求め、移住者が急増中の丹波篠山市！古民家を活用したおしゃれなカフェや黒枝豆
や栗などのおいしい味覚が満載で、観光地としても魅力もあります。 
丹波篠山市では、10 年以上前から大学と連携し、研究活動フィールド学生を受け入れてきており、若者の受け入れ実
績が豊富です。ぜひ、お気軽にご相談ください。 

（お問合せ先） 
丹波篠山市役所 丹波篠山つながり案内所（企画総務部内 ） 
TEL 079-552-1111（代表）   E-mail ouen_div@city.sasayama.hyogo.jp  
URL：https://ouen.sasayama.jp/ 

  

体験種目：①②③④ 

（別紙１） 


